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県
知
事
選
挙

投
票
旧
は
十
二
月
七
日

　
北
村
知
事
の
辞
任
に
と
も
な
う
知
事

選
挙
の
日
取
り
が
決
ま
り
ま
し
た
。
次

期
知
事
に
は
私
た
ち
に
も
っ
と
も
よ
い

県
政
を
行
な
う
人
に
投
票
し
ま
し
ょ
う

投
票
ま
で
の
諸
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。◎

　
告
示
目
　
　
十
一
月
十
二
臼

◎
　
投
票
日
　
　
十
二
月
　
七
日

◎
補
充
名
簿
の
作
成
に
つ
い
て

調
製
期
日
現
在
日
　
十
剛
月
二
十
二
日

申
請
期
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製
期

覧
期

異
議
決
定
期
限

確
定
期

◎
不
在
者
投
票
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
出
か
せ
ぎ
の
季
節
で
旅
立
ち
さ
れ
る

か
た
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
尊
い

　
　
　
　
」

日限　 日限か日
　　ら　　ら
十十十十十十十
　　　の　　ロロ　　　の　の

月月月月月月月

　　日十十十十
五四ま日九七三
日日でか日日日

正
　
し
　
い
　
選

公
明
選
挙
で挙

一
票
を
棄
権
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
不
在

者
投
票
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
で
き
る
期
間
は
十
一
月
十
二
日
へ

告
示
日
）
よ
り
十
二
月
六
日
へ
投
票
日

の
前
日
）
ま
で
川
西
町
役
場
で
取
り
扱

い
ま
す
。
八
仙
田
出
張
所
で
も
取
扱
）

基
本
選
挙
人
名
簿

　
　
　
縦
覧
に
つ
い
て

繊
晒
翻
礫
構
継

　
　
　
　
　
　
　
　
口
月
6
7
3

藩
難
人
u
男
盤

　
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
た
基
本

選
挙
人
名
簿
を
左
記
期
間
川
西
町
役
場

に
お
い
て
縦
覧
に
そ
な
え
て
お
り
ま
す

か
ら
自
分
が
確
実
に
の
っ
て
い
る
か
ど

う
か
見
て
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

欝
（
H
器
　

毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
午
後
五

時
ま
で
。

明
　
る

築
・
く

’

い新

県
政

潟
　
県

　
お
米
の
産
ど
こ
ろ
、
当
町
で
は
七
鋸

続
き
の
豊
作
を
む
か
え
、
ど
こ
の
部
落

で
も
予
約
申
し
込
み
数
を
は
る
か
に
越

え
た
供
米
数
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
と
し

　
　
　
　
　
は
台
風
、
水
害
、
イ
モ
チ

　
　
　
〃
多
雨
に
よ
る
発
芽
な
ど
た

七年続きの豊作
る
ぴ
た
ぴ
災
害
は
あ
っ
た
が

す
そ
れ
も
町
全
体
か
ら
見
る

達
と
全
収
量
の
四
・
三
パ
ー

に
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
り
、
関

俵
係
者
一
丸
と
な
っ
て
の
努

0ろ

カ
に
よ
り
被
害
を
最
少
に

5
と
ど
め
、
豊
作
と
な
し
得

94た
こ
と
は
ま
こ
と
に
よ
ろ

　
　
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

数
味
の
よ
い
米
を
と
呼
ば

米
れ
て
い
る
現
在
・
各
農
家

供
で
は
ど
れ
く
ら
い
関
心
を

　
　
し
め
し
て
い
る
か
を
知
る

た
め
に
農
協
を
の
ぞ
い
て
み
た
が
、
越

光
の
よ
う
に
味
の
よ
い
米
が
三
十
七
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
で
収
穫
本
意
の
品
種
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
し
て
い
た

　
こ
れ
は
こ
こ
数
力
年
、
米
質
の
改
善

に
つ
い
て
関
係
機
関
及
ぴ
指
導
者
が
積

極
的
に
は
た
ら
き
か
け
た
結
果
で
あ
る

と
喜
ば
し
い
。

　
だ
が
、
今
後
の
問
題
と
し
て
川
西
は

も
ち
ろ
ん
新
潟
県
の
米
質
は
全
国
の
水

準
を
上
ま
わ
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
品

一
種
が
多
す
ぎ
て
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

（10月31日現在）各農協別供米高

　　　　　蹴

灘
級別 1等 2等 3等 4等 5等 等外 計

上　野 874 3，680 3，120 1，679 307 264 9，924

仙　田 427 4，640 5，298 1，152 237 191 ．11，945

橘 1，367 2，773 4，395 1，229 173 95 10，032

千　手 599 6，218 7，040 2，973 386 186． 17，402

計 3，267 17，311 19，853 7，033 1，103 736 49，303臼

－
醤
雛
懸
縫
轍
　
い
喝

灘鰯

繍
　
鮮

．
灘
灘
糖
朧
繍

灘
．
欝
遊
れ
か
音
欝

　
　
　
　
　
　
　
’
が
暮
も
土
平

　
　
鑛
灘
難
秘
牛
け
お
の
順

灘
購
免
嚢
脾

麟
－
繋

　昭和37年度本県産米奨励品種及ぴ

36年度における川西町作付率一覧表

　　　　　　　　　（作付面積より）

品種名 区分 個寸率 備　　考

越路
早生

早生
18落

味の

よい

米

　％

37．6
｝
越
光 中生 11．2

越栄 中生 7．6

山ひ
ぴき

早生 2．5

21．0

日本海 早生 8．3

や　ち

こがね
中生 3．2

米山 中生 3．5

こがね

も　ち
3．5

◎町の本年度作付率は銘．6バーセント

　で水田獺作の垂程度である

新
米
　
に
　
思
う

忙
し
い
に
つ
き
た
農
繁
期
も
終
わ
り

七
鋸
続
き
の
豊
作
の
大
き
な
喜
ぴ
の
う

ち
に
農
神
祭
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
供
米
も
完
納
し
、
保
有
米
の
俵
の
山

を
な
が
め
る
と
き
、
生
産
す
る
喜
ぴ
、

土
に
生
き
る
生
き
が
い
を
し
み
じ
み
感

じ
る
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
β
昔
は
古

い
、
ま
ず
い
お
米
を
い
つ
ま
で
も
食
べ

て
い
る
の
が
ダ
ン
ナ
サ
マ
だ
っ
た
け
れ

　
　
　
　
ど
自
分
で
作
る
ん
だ
も
の
、

町づくり

早
く
に
ろ
ま
い
新
米
を
た
ら

腹
食
べ
る
の
が
百
姓
冥
利
だ

”
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が

ら
A
君
が
語
り
ま
し
た
。

　
去
任
、
加
茂
農
校
で
近
在

農
村
を
調
べ
た
ら
、
家
で
一

番
喜
ば
れ
て
い
る
料
理
は
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
が
ト
ツ
プ
で
三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

二
番
は
肉
料
理
の
三
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

昔
の
王
者
、
モ
チ
、
赤
飯
類
は
九
パ
ー

セ
ン
ト
で
よ
う
や
く
四
位
だ
っ
た
と
報

じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
戦
時
戦
後
の
食

糧
難
の
影
響
や
学
校
給
食
の
普
及
な
ど

と
と
も
に
、
日
本
人
の
米
食
万
能
が
パ

ン
等
の
混
食
へ
と
変
わ
っ
て
き
つ
つ
あ

る
こ
と
は
広
く
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

8
オ
ラ
子
ど
も
は
朝
昼
晩
パ
ン
を
食
っ

柵
麟
野
蓑
藷
鐡

て
来
ま
し
た
。
世
界
の
健
康
寿
命
な
ど

を
調
べ
る
と
米
食
の
民
族
が
一
番
短
命

で
あ
り
、
ま
た
米
の
過
食
の
健
康
へ
の
．

害
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
腹
一
ぱ
い
の
一
升
め
し
、
一
升
も
ち

か
ら
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
肉
料
理
へ
と

変
わ
っ
た
農
村
の
し
好
と
と
も
に
、
量

よ
り
質
へ
の
改
善
が
お
こ
な
わ
れ
、
も

っ
と
健
康
で
明
る
い
家
庭
が
、
町
が
つ

く
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
’

せ
ん
。
都
市
で
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
の

栄
養
障
害
が
、
農
村
で
は
二
十
八
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
タ
ン
パ
ク
、
脂

肪
、
ビ
タ
ミ
ン
は
す
べ
て
都
市
の
七
割

か
ら
九
割
と
い
う
統
計
が
出
て
い
ま
す

　
食
習
慣
が
是
正
さ
れ
な
い
ま
ま
、
体

格
が
小
さ
い
、
疲
れ
や
す
く
、
暑
さ
寒

さ
に
弱
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
だ
け
に

各
部
落
の
婦
人
学
級
、
嫁
さ
ん
グ
ル
ー

プ
、
青
年
学
級
で
真
剣
に
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
料
理
研
究
の
発
展
と
成
果
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
よ
う
に
美
し
い
お
い

し
い
新
米
の
ご
飯
に
、
豊
か
な
栄
養
料

理
が
楽
し
く
に
お
う
ゆ
う
げ
。
つ
ど
う

明
る
い
家
族
、
そ
こ
に
新
し
い
農
村
の

真
の
し
あ
わ
せ
と
あ
す
へ
の
繁
栄
が
あ

る
と
思
う
の
で
す
。
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…
・
町
議
会
報
告
…
・

　
　
追
加
千
二
百
万
円
を
議
決

　
　
　
　
　
　
　
会
期
二
日
の
定
例
会
か
わ
る

　
矛
十
三
回
町
議
会
定
例
会
は
十
月
三

十
日
に
招
集
さ
れ
、
同
日
及
ぴ
三
十
｝

日
の
二
日
間
を
会
期
と
し
て
審
議
さ
れ

た
。

　
こ
の
定
例
会
の
主
要
議
題
は
、
労
乙

日
目
の
総
額
千
二
百
万
を
越
え
る
心
般

会
計
追
加
予
算
を
は
じ
め
、
服
保
特
別
．

騰
翻
響
禰
椥
欝
購
鮒
胆

災
害
見
舞
金
等
尾

　
　
　
　
　
複
雑
多
岐
な

　
三
十
六
蕉
度
の
当
初
予
算
成
立
後
本

摺
■
的
の
追
加
蜷
旺
は
今
回
が
は
じ
め
て

で
あ
ヅ
黛
そ
れ
だ
け
に
予
算
規
模
も
相

勤
大
き
く
、
内
容
も
複
雑
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
九
日
十
六

臼
の
矛
二
蜜
筒
台
風
関
係
の
災
害
調
査

並
ぴ
に
後
旧
費
、
兇
舞
金
等
の
ほ
か
、
一

川
零
学
蓬
築
壽
へ
の
鴛
豊

鎚
珈
ド
撹
郷
巌
鞘
荊
瀞
腱
盤
勲
敗
脚
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

額
、
ざ
れ
て
新
た
に
同
額
の
農
山
漁
村
擾

興
特
別
助
成
事
業
補
助
が
追
加
さ
れ
る
、

等
当
初
予
算
成
立
後
事
情
の
変
わ
っ
た

も
の
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
・
そ
の
あ

ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
審

議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
ま
ず
才
出
に
つ
い
て
金
額
の
大
き
い

も
の
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
産
業
経
済
費
三
百
八
十
五
万
一
手
円

そ
の
約
九
割
に
当
た
る
農
業
振
興
費
が

の
一
部
改
正
、
予
算
外
義
務
負
担
等
が

審
議
決
定
を
見
、
専
決
処
分
報
告
で
始

ま
っ
た
才
二
日
目
は
、
町
有
公
舎
居
宅

料
条
例
の
制
定
、
雪
中
派
出
場
廃
止
に

伴
う
冬
季
寄
宿
舎
整
備
の
件
等
が
議
決

さ
れ
た
ほ
か
、
別
項
の
よ
う
な
町
政
に

対
す
る
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

を
計
上

一
般
会
計
追
加

　
三
百
三
十
一
万
九
千
円
で
、
室
島
林
道

　
工
鶉
費
を
主
体
と
す
る
林
業
振
興
費
が

　
百
六
十
六
万
円
、
農
山
漁
村
特
別
助
成

事
業
補
助
百
二
十
七
万
六
千
円
、
国
土

　
調
査
費
三
十
五
万
一
千
円
等
が
主
な
内

容
で
あ
毫

　
　
諸
支
出
金
三
百
八
十
一
万
一
千
円
の

内
訳
は
、
二
百
五
十
万
円
が
川
西
中
学

校
建
築
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
亘
二

十
一
万
一
千
円
が
諸
費
と
し
て
矛
二
室

一
蔦
台
風
罹
災
者
見
舞
金
（
四
十
一
万
四

千
円
）
魚
沼
学
院
建
設
負
担
金
（
二
十

万
七
千
円
）
郡
養
老
院
負
担
金
（
四
万

　
）
そ
の
他
各
種
負
担
金
の
合
計
で
あ
る

　
教
育
費
三
百
一
万
円
は
教
育
委
員
会

及
ぴ
各
中
小
学
校
の
経
費
で
、
去
る
八

月
竣
工
し
た
橘
小
学
校
の
ス
テ
ー
ジ
建

設
追
加
分
七
十
六
万
円
を
は
じ
め
、
赤

岩
小
学
校
や
霧
谷
雪
中
分
校
才
二
冤
戸

台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
を
含
む
営
繕
費

理
振
法
、
産
振
法
に
よ
る
教
材
費
迫
加

、
教
科
書
、
修
学
旅
行
、
学
用
品
補
助
追
　
　
雑
費
十
二
万
七
千
円
は
国
民
年
金
印

加
等
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
　
紙
代
で
、
才
入
合
計
は
才
出
と
同
じ
く

十
臼
町
高
校
千
手
分
校
へ
定
窩
）
の
ミ
　
　
一
千
二
百
七
十
九
万
三
千
七
十
八
円
で

ル
ク
給
食
関
係
四
万
七
干
円
等
も
あ
る
　
あ
る
o

　
役
場
費
七
十
四
万
二
干
円
は
町
長
交

際
費
五
＋
万
・
台
風
に
よ
る
災
害
調
査
　
更
正
減
の

費
、
備
品
費
等
二
＋
四
万
二
千
電
　
　
国
保
会
計

　
土
木
費
六
十
七
万
円
は
道
路
維
持
修

繕
費
と
し
て
藤
沢
千
手
線
十
四
万
六
千
　
　
国
保
特
別
会
計
の
追
加
更
正
は
結
果

円
、
道
路
改
良
工
事
費
と
し
て
臼
倉
野
　
に
お
い
て
六
万
四
千
四
百
円
の
減
と
な

口
線
改
良
工
事
追
加
二
十
五
万
、
下
原
　
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し

橘
復
旧
費
二
万
、
河
川
管
理
費
一
万
四
　
は
次
の
と
お
り
。

千
円
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
出
、
役
場
費
は
機
構
改
革
に
よ
る

　
そ
の
他
、
社
会
及
ぴ
労
働
施
設
費
二
　
人
員
の
配
置
転
換
で
四
十
九
万
八
千
円

十
八
万
七
千
円
、
議
会
費
十
輔
万
一
干
　
の
更
正
減
。
保
険
給
付
費
は
医
療
費
値

円
、
財
産
費
十
万
円
、
統
計
調
査
費
八
　
上
げ
に
よ
り
七
十
八
万
輔
千
円
の
増
o

干
円
等
が
あ
り
、
才
出
合
計
一
千
二
百
　
保
健
施
設
費
は
保
健
婦
一
名
退
職
に
よ

七
十
九
万
三
千
七
十
八
円
の
追
加
で
当
　
る
減
と
一
般
保
健
施
設
費
の
増
が
双
方

初
予
算
か
ら
の
累
計
額
は
一
億
二
千
四
　
と
も
約
二
十
二
万
で
差
引
五
千
円
の
増

十
四
万
六
千
九
百
九
十
八
円
と
な
っ
た
　
諸
支
出
金
八
万
円
は
国
保
連
合
会
負
担

　
こ
れ
に
対
し
て
才
入
は
次
の
と
お
り
　
金
一
万
円
、
被
保
険
者
慰
安
演
芸
費
七

　
地
方
交
付
税
九
百
四
十
八
万
四
千
円
　
万
円
。

こ
れ
は
普
涌
、
交
付
税
の
追
加
分
で
、
今
　
　
こ
れ
に
対
し
て
才
入
は
国
庫
支
出
金

回
の
追
加
の
主
要
財
源
で
あ
る
。
　
　
　
が
保
健
婦
補
助
五
万
二
千
円
の
減
と
差

　
分
担
金
及
負
担
金
二
十
四
万
六
午
円
　
し
引
き
し
て
四
十
万
七
千
円
の
増
。
繰

内
訳
は
消
防
施
設
地
元
負
担
金
二
万
五
　
越
金
二
万
八
干
円
の
増
に
対
し
、
繰
入

干
五
百
円
、
土
木
費
負
担
金
十
五
万
三
　
金
が
五
十
万
減
と
大
幅
に
減
額
さ
れ
た

千
円
そ
の
他
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
の
で
差
引
き
六
万
四
手
四
百
円
の
更
正

　
国
庫
支
出
金
五
十
六
万
七
千
円
は
、
　
減
と
な
り
、
才
入
才
出
と
も
に
二
干
二

教
育
費
補
助
金
五
十
六
万
五
千
円
、
勧
　
百
三
十
三
万
六
百
円
と
な
っ
た
。

業
費
補
助
金
二
万
六
千
円
、
保
育
所
負

担
金
五
万
享
円
等
が
あ
る
が
・
教
育
　
台
風
関
係
四
十
九
人

費
負
担
金
で
九
万
円
の
更
正
減
が
あ
る
，
に
町
税
減
免

の
で
差
引
右
の
と
お
り
と
な
っ
た
o

　
県
支
出
金
百
八
十
万
四
壬
円
は
室
島
　
　
矛
二
室
戸
台
風
の
罹
災
者
に
対
す
る

林
道
、
農
山
漁
村
振
興
特
別
助
成
等
の
　
固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
先

勧
業
費
補
助
百
五
十
七
万
円
、
国
土
調
　
に
被
害
激
甚
者
と
し
て
見
舞
金
を
お
く

査
委
託
金
二
十
二
万
七
干
円
そ
の
他
で
　
ら
れ
た
四
十
九
人
に
対
し
て
総
額
五
万

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
千
円
を
減
免
す
る
案
が
議
決
さ
れ
た

　
寄
付
金
五
十
六
万
三
壬
円
は
箋
島
林
　
　
減
免
の
範
囲
は
A
級
に
つ
い
て
は
三

道
地
元
寄
付
金
そ
の
他
で
あ
る
。
　
　
　
期
及
ぴ
四
期
分
を
、
B
級
C
級
に
対
し

て
は
三
期
分
を
減
免
す
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
o
こ
の
案
に
対
し
て
、

　
①
住
家
以
外
の
倉
庫
、
畜
舎
等
に
つ

　
　
い
て
も
減
免
す
べ
き
で
は
な
い
か

　
②
住
家
に
つ
い
て
も
原
案
以
外
に
こ

　
　
れ
と
ス
レ
ス
レ
の
も
の
が
多
い
の

　
　
で
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。

等
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
①
に
つ

い
て
は
別
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、

結
局
原
案
ど
お
り
可
決
と
な
っ
た
。

　
町
政
に
対
す
る

　
　
　
　
心
般
’
質
、
㌦
問

　
改
選
後
初
の
定
例
会
を
機
に
、
町
政

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
当
局
の
方
針

に
つ
き
次
の
一
般
質
間
が
行
な
わ
れ
た

田
中
皇
一
爺
　
①
機
構
改
革
後
の
運
用

状
況
に
つ
い
て
　
②
社
会
教
育
、
公
民

舘
の
人
員
補
充
（
庁
内
）
に
つ
い
て

③
本
年
度
職
員
の
定
期
昇
給
に
つ
い
て

田
中
金
造
　
④
機
構
改
革
後
の
庁
内
の

結
果
に
つ
い
て
　
⑤
橘
、
臼
倉
、
大
沢

線
県
道
編
入
促
進
に
つ
い
て

滋
野
一
郎
⑥
職
員
給
与
並
ぴ
に
議
員

委
員
報
酬
に
つ
い
て

登
坂
敬
憧
　
⑦
教
員
住
宅
の
整
備
統
合

と
便
用
料
徴
収
に
つ
い
て
．
⑧
林
業
振

興
対
策
に
つ
い
て
　
⑨
青
少
年
の
離
農

対
策
に
つ
い
て

内
山
常
治
郎
⑩
職
員
の
定
年
制
に
つ

い
て
　
⑪
公
共
施
設
敷
地
借
用
料
に
つ

い
て
⑫
軌
道
敷
地
の
早
期
処
分
に
つ

い
て

保
坂
長
雄
　
⑬
職
員
給
与
に
つ
い
て

⑭
川
西
中
統
合
後
、
旧
千
手
校
舎
の
処

分
に
つ
い
て

和
田
光
興
　
⑮
橘
地
区
土
地
改
良
区
設

立
間
題
に
つ
い
て
　
⑯
栄
橋
架
橋
促
進

に
つ
い
て
　
⑰
職
員
給
与
、
定
期
昇
給

に
つ
い
て
、
．

　
議
決
さ
れ
た

　
　
　
条
例
そ
の
他

◎
崩
西
町
税
条
例
の
一
部
改
．
正

　
市
町
村
民
税
の
非
課
税
の
範
囲
、
申

告
及
ぴ
徴
収
に
関
す
る
手
続
き
、
軽
自

動
車
税
の
区
分
等
に
つ
い
て
地
方
税
法

の
改
正
に
伴
う
手
続
的
改
正
が
主
体
で

あ
っ
て
、
す
で
に
本
葎
度
の
徴
税
に
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
改
正
に

よ
っ
て
税
収
そ
の
他
に
実
質
的
の
変
化

は
な
い
。

◎
町
有
公
舎
居
宅
料
条
例

　
町
有
の
教
員
住
宅
に
つ
い
て
、
利
用

者
か
ら
．
一
定
の
居
宅
料
を
徴
収
し
・
こ

れ
を
住
宅
の
整
備
の
た
め
の
経
費
の
一

端
に
充
当
す
る
た
め
、
新
設
し
た
条
例

で
あ
る
o
こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
趣

旨
に
は
異
存
は
な
い
が
維
持
管
理
が
十

分
で
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
ま
ず
整

備
を
行
な
っ
て
か
ら
施
行
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
が
、
台
風

被
害
復
旧
の
た
め
業
者
の
手
不
足
で
遅

れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
目
下
着
々
手

を
打
っ
て
い
る
と
い
う
当
局
の
説
明
を

了
と
し
て
、
十
一
月
一
臼
か
ら
適
用
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
o

◎
雪
中
派
出
場
廃
止
に
伴
う
冬
季
寄
宿

舎
整
備
に
つ
い
て

　
干
手
小
学
鮫
平
見
雪
甲
派
出
場
及
ぴ

上
野
小
学
鮫
田
代
雪
甲
派
出
場
を
廃
止

し
、
す
で
に
雪
派
を
廃
止
し
て
い
る
星

名
新
田
の
学
童
と
と
も
に
上
野
保
育
所

を
冬
季
寄
宿
舎
と
し
て
収
容
し
よ
う
と

い
う
も
の
o
平
見
の
児
童
が
学
区
を
越

え
て
上
野
小
学
校
へ
通
、
学
す
る
こ
と
、

小
学
｝
、
二
年
の
児
童
を
親
元
か
ら
離
し

て
寄
宿
舎
に
収
容
す
る
こ
と
等
に
つ
い

て
検
討
を
要
す
る
点
は
あ
る
が
、
噌
応

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
o
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昭和56鉦11月10日しにわか報広矛57号（野講賜鵬）（3）

　はてらく側の落当方
今当きとしのよの地の南 町菩鯉劔南鯵歪と彊瓢蒙梵趨魏＋ 川

黙容駐髪蕩魏との編購蹄郡豪畷鰭罐諮藩旱
暑嶽藷籔輔鰻し騨霧鍵奎謡欝膳顎籍織墾
「た点り朝はら方四正れ字て遺とい）で二りさ北r町　　とて時いさるらを嶺肌
もで・軍・れ・年平て碑　　　　でまや・つっれ朝臼の　　さ’代時れoれはで西

職騰繍嚢糞保物鍼籔幾塞雑論難羅霧
どo節て新oる）友にく　存　　　　百氏成れむo姿文は　　る方くのは　　係多が財
れ　黒戦田わ官な重反北　　　　　四（・てか　を一・　こで歴が・　者く三調　川
も　城っ氏た軍ど部し朝　　　　　十北新争し　しにす　　とは史多そ

　　　　　　＝
　　　　　　一
　　　　　　基

　　　　　　の

　　　　　　梵

をの基査西字

西
文
化
財
調
査

たあ諺蛎幕旺イ塵≧務恩、加旧
膿驚釜藩馨蛋騒幾蟻　算軍i
谷摸誓交鳶撃掻鴬錫金馨袈緩2　認人　i
毒黎薯訟親諺ゑ警唇薙墓ぎ響一め等　1
のがい和こじ葎るたしこめれ改　　　　　　　　5
法支る三のた）最加てとらま正　らの　1
窪馨響芙蕪翫髪纂鍵o馨題　れ戦1
よれに銭恩恩る職を在　給o法　　　　　　　＝
っまは＋給給者勒職　α）律　る地　：
てす　’月をがは限え伍　　在　　が

レ逗響勇楊誤縞署雲鶏鑑凄舞町碑
　’つどと得なよあ式でなこが
窃善馨薯含蟹谷雲あ眺凄秀の発

　にいよ保よや後めも・’具て　三
鴇9豚論歪象箸繹織嶺見

　いで’”連査な’と代にい
　かあこと川すにろ非もの知の　か

縫器驕齢建舶マら
　なとのくの語てい古嶺とけ右
　らを墓町歴り　’ずい部同にの
　な思碑に史な具れも落じはよ

紐以欝請獲，、墾慰。鴇又謬翻臥※雛※薙騰齢誘ハ皐膚。駕齢礪
役は上をら限い出増す局薙増五病普さの恩オ公さ府旧めてたかて一料こ七か扶まはで共国恩
場地の加実をて生加oで十加に年通れ傷給四務れ職日ま普一又い時をの年ら助せ’地企家給

無灘緋雛糧辮攣騰垂繍震騰聾聾輔驚難嚢
に給よ額養’で女受　よら傷れ算い　　の款ら給にも団　　叉五しにはこよら恩与　給法の又助
お連りに家昭ののけ　　り請病ま出っ　銃症オのな恩職　　は分なは一とり始給は　　恩施職は料
尋盟請改族和四扶て　　籍最鉦需率し　額か七伍り給員　　扶のい’時と普めの昭　　給行員こを
ねの求定数三人養い　　額し諺　　はよ　がら項額まの期　　助一とこ扶な通ら給麺　　の前及れ受
く役手さに十ま家る　がなは　一に　　そ才症等し在間　　料のきれ助る恩れ与二　　対かぴにけ
だ目続れ応七で族者　　覗く昭　○も　れ四まのた職及　の額はを料者給まは十　象ら地準て
さもにまじ任と加で　　正と和　　分ら　ぞ款で改o鉦ぴ　年を前返をが又す昭六　　にの方ずい
いしつすた一い給退　　さも三　のえ　れ症の正　に外　額控に還もすはo和鉦　　はも公るる
　　　　　　　剛
食嘉い蒼答ご惚窪驚讐器走問　年
この入おそ給　　と　’入年納役にな正
とましよれや確思わる金入蝋加りでわ
しすなぴら依かいた必を通よ入ま軍た＋。くその金にまく要受鮒）しし人く　金
月しとの組を国すしがけが再てた恩し
一一力、も配会・受民カミ壱まならき　月V、カ｛給は
日しよ偶にけ亮・圏いれま保た　’を今誘あ2毒契誇蓬i塁あ棄蒐鶏窃裟再雰　問

罵葉琵潔齢離翻膿麟漿乞
恵　　　　　美　　ゆ　　　　　　ま・　　　　ふ
美睦秀正也浩り　　　芳新つ　　　交声
子子樹已子和子仁博浩吾い豊剛子　1

墾鵜毒瀧嘩難無螺禦
長播餐長長長二長長長郎長長長長　嵐
女女男男女男女男男男長女男男女勧　　　　　　　　　　男　　　　　　や

戸
『
籍
の
窓’
か

施なと国しるで●金こはきをかまら恩
行たに民て人は　　をと闇け納’でれ給
にのな蝋・”　舞暴融あ罠諜答

霧小岩瞬根仁野木仁木沖賜酵

田脇瀬戸沢深田口落田落立町敷敷

偽
り

な場つ金るま恩

よお定　　し人け　　にま任で愚あな恩申こ人つ
つよに．こてのらななた金す給ない給請と恩た
てぴなのい希れおの保にか脅たのをしに給恩
納決るよる望る’ま険加ら受もで受てよの給
め定まうこにこ決す料入’け決あけ決り裁法
たにでにとよと定oもし決ら定りら定受定の
保なのしもりにに　　納て定れにまれにけを一
険つ期てで’なな　めいにるなするならこ部
料て間・き国っり　　てなな人るo人るれれ改
にか納軍ま民て軍　　いける一まし一まるか正

職暑辮構霜纏嚢奮畢
難登章叢綜轟餐窮藷痴
　　』”　　　　　　　　　　　　　　　　　　め
ナ文1　　　　　　　　　　　’　い
ツ治御田岩岩魏室小奇上蕃沖翻福

論鶏竃劉愈搬蒲静総雑袋
て希俣給　　にも給　　くなはなrつ言rあ請り
は望険が　加’を　　こら国い軍てわ軍つす’
・に料決　入本受　　とず民の人’れ人てる軍

翌覗戸瀬瀬島田島脇倉野寺立寺矯

2戸に誌摘耗交鹸署搬る
㌍至漿あ1…要罎塁答董黎弩屋問建芳爵禽
出りが届をた料金加　　加し保金厚　　加年法新
に十さけ届のもよ入国入た険に生わ算に一し

毫鰭塞麟町の声憲菱差伍す
れて人りの集　　　　　譲2兄鴇ば

よ月れがけ場納りし民とo料つ任たしつにく
のままさ出合め除た年思厚をい金くてきよで

翻鷲醒齢鹸盤雛編臆き騰
し余すま要年要ま　’外ま金’通入六い○そ法

まい学まわ会けにの違ばつをした嫁実の
しる級しかのらはでつのけ冒レたこの家秋

畷董鰹雀藁難鱗揮
ら
と

し分ででが金はすそのすと十知し月さ円の律
まのにはあにあoの公が国月がまにれが納r
す俣納保り加りも日的ご民分くし就ま’め通

（れさは新わこ黒のがし何きえつのた呼兄
至婁蔓こ藝ε縁馨閣暫蝦藝憲嬉劣あ毒緊嫁

。職講勃醜旛i窒翻轡需鶏舞
は六のoカんん國に●に納で国’　恩間金

婦うそこどに貿と入ら前い度子驚まの’
）にこのがはいりりれとこやどいりこ山
　語で地書よ物つ口たはとしもてにとご



14）

沖57号（警慰編2譲畠）しにわか報広昭和36任11月10目
￥

矛わ時分　★た導がう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍ぼあ会続れ　町会
一れかか才分oにあち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲うい議き　’矛農がオ・
雛貿謬譜鵠農業教育施設・　器＝＝　＝＝　器　＝＝　聾蟻鳶膿霜講晶
会　二分はと　　て講各曝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨吉けが主業町目ン士県
1　時科午総　　熱師所“　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　聡論るあ事改撰はター農

嚢醤賄艦繍1　新しい方向を検討　1謬饗鹸雛も藩
研　総二時議　　討心句閥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”員とつ元米迎一開三修
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オ
三
回
青
少
年
実
績
発
表
会

　
　
た
の
も
し
い
青
年
の
歩
み

　
　
　
　
　
　
　
研
究
・
発
表
・
つ
ね
に
前
進

　
躍
町
の
青
伍
た
ち
が
目
を
む
け
て
い
る
方
向
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
か

β
そ
れ
を
知
る
ひ
と
つ
の
カ
ギ
と
し
て
、
才
三
回
川
西
町
青
少
任
活
動
実
績
発
表

大
会
は
、
さ
る
五
日
千
手
小
学
鮫
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
町
公
民
舘
と
青
年
団

連
絡
協
議
会
で
、
こ
の
日
は
、
特
に
県
教
育
庁
か
ら
山
田
沖
哉
氏
も
来
町
し
、
終

始
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
気
の
う
ち
に
も
、
意
義
あ
る
大
会
運
営
が
な
さ
れ
た
よ
う

で
あ
っ
た
。

　
こ
と
し
は
、
演
示
部
門
で
参
加
者
が
な
い
と
い
う
、
い
ち
ま
つ
の
さ
み
し
さ
は

あ
っ
た
が
、
全
般
的
に
な
が
め
て
み
る
と
、
発
表
を
と
お
し
た
青
年
た
ち
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
思
索
の
中
に
は
、
将
来
町
の
に
な
い
手
と
し
て
の
真
剣
な
態
度
が
く

み
と
ら
れ
る
。

熱
心
だ
つ
た
聴
衆

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
足
が
た
た

っ
て
か
、
集
ま
っ
た
聴
衆
は
、
過
去
二

回
の
大
会
に
く
ら
べ
る
と
も
っ
と
も
少

な
い
百
三
十
名
余
で
あ
っ
た
o

　
し
か
し
、
青
任
団
員
、
青
年
学
級
生

の
当
事
者
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
婦
人
会

員も

ま
じ
え
て
、
な
ご
や
か
な
空
気
の

う
ち
に
開
会
o
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
中

村
町
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
発
表
基
準
と

審
査
方
法
の
説
明
が
あ
っ
て
た
だ
ち
に

発
表
に
は
い
っ
て
い
る
o

こ
と
し
の
発
表
数
は
、
ク
ラ
ブ
発
表
、

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
発
表
を
あ
わ
せ
て
十
で

こ
の
ほ
か
、
干
手
中
央
青

銭
会
の
演
劇
、
沖
立
四
H
、

ク
ラ
プ
の
農
業
ク
イ
ズ
、

橘
、
上
野
両
地
区
の
お
ど

り
な
ど
、
豊
富
な
内
容
を

も
っ
て
、
最
後
に
山
田
沖

哉
氏
の
「
実
績
発
表
で
す

の
で
平
素
や
っ
て
い
ら
れ
｝

る
こ
と
を
発
表
し
て
い
た
㎜

だ
け
ぱ
よ
い
の
で
、
成
功

し
た
こ
と
、
失
敗
し
た
こ

と
ど
ち
ら
で
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
o
む
し
ろ
失
敗
。

談
を
語
り
、
来
鉦
は
こ
う

し
て
い
き
た
い
例
え
ば
、

わ
た
く
し
た
ち
農
村
の
山

間
部
に
あ
っ
て
は
出
か
せ

ぎ
地
帯
で
あ
り
ま
す
o
こ
の
出
か
せ
ぎ

問
題
に
つ
い
て
発
表
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
、
も
っ
と
も
身
近
か
な
生
活

の
問
題
を
考
え
、
努
力
さ
れ
る
よ
う
に

」
と
の
講
評
で
大
会
は
終
了
し
た
。

　
発
表
に
優
劣
を
つ
け
な
か
っ
た
の
は

例
鉦
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
審
査
方
法

を
定
め
て
内
容
を
検
討
し
た
結
果
は
、

も
っ
ぱ
ら
、
県
の
発
表
大
会
に
、
町
の

代
表
を
お
く
る
た
め
の
資
料
と
し
、
さ

ら
に
、
今
後
の
指
導
方
針
に
役
立
て
る

も
の
で
、
こ
れ
は
、
発
表
技
術
の
問
題

だ
け
で
な
く
、
内
容
的
に
も
、
青
蕉
た

ち
の
と
り
あ
げ
た
問
題
が
、
視
野
を
よ

り
い
っ
そ
う
深
め
て
い
く
よ
う
な
万
向

づ
け
と
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
発
表
者
ひ
と
り
の
持
ち
時
問
は
七
分

で
、
そ
れ
に
質
問
時
間
を
三
分
み
て
い

た
が
、
質
問
時
間
が
し
ば
し
ば
超
過
し

て
、
審
査
員
の
み
で
な
く
、
と
く
に
、

聴
衆
と
発
表
者
の
間
の
や
り
と
り
も
多

く
み
ら
れ
た
こ
と
は
前
回
ま
で
の
比
で

な
く
、
婦
人
の
質
問
も
目
を
ひ
い
て
い

た
。

発
表
内
容

ま
じ
め
な
研
究
成
果

◎
青
年
団
活
動
と
わ
た
し
の
考
え

　
　
　
　
元
町
青
鉦
会
　
金
子
　
鉄
平

◎
ば
れ
い
し
ょ
の
栽
培

　
　
　
大
臼
倉
青
年
団
　
保
坂
　
秀
夫

◎
環
境
衛
生
を
と
お
し
た
部
落
活
動

　
　
　
　
仁
田
青
年
会
　
木
村
ミ
ヨ
子

◎
前
中
門
を
改
造
し
て
つ
く
っ
た
作
業

場
　
　
　
川
辺
青
年
会
小
海
喜
久
雄

◎
農
休
日

　
　
　
　
伊
友
青
年
会
　
高
橋
孝
一
郎

◎
安
全
で
多
収
な
稲
作
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

　
　
　
　
野
口
青
年
会
　
滋
野
　
凱
二

◎
開
田
に
よ
る
稲
作
の
栽
培

　
　
　
　
赤
谷
青
年
会
　
嵩
僑
　
直
孝

◎
水
田
に
お
け
る
P
C
P
の
効
果

　
　
　
　
沖
立
青
毎
会
　
数
藤
　
徳
義

◎
農
村
と
時
問

　
　
　
　
取
安
青
年
会
　
根
津
ミ
ヨ
子

◎
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
に
入
学
し
て

　
　
　
　
下
平
青
鉦
会
　
清
水
　
照
雄

　
以
上
が
、
こ
の
日
の
発
表
内
容
で
あ

る
が
、
体
験
発
表
を
の
ぞ
く
と
、
い
ず

れ
も
個
人
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
が
主
と
し

て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る

　
こ
れ
ら
は
、
「
開
田
に
よ
っ
て
耕
作

反
別
が
増
し
た
た
め
、
部
落
の
作
業
場

で
は
ま
に
あ
わ
な
く
な
っ
た
」
と
い
う

前
中
門
を
改
造
し
て
作
業
場
を
つ
く
っ

た
小
海
君
の
動
機
づ
け
を
は
じ
め
と
し

て
、
よ
う
や
く
一
般
に
使
わ
れ
だ
し
た

P
C
P
の
効
用
等
、
変
ぼ
う
す
る
農
村

開
田
ブ
ー
ム
の
わ
が
町
に
と
っ
て
は
、

大
き
な
広
が
り
を
持
ち
得
る
内
容
が
示

さ
れ
た
と
い
え
る
o

大
き
か
つ
た

　
　
大
会
の
意
義

　
ま
た
、
今
回
の
発
表
の
中
に
、
伊
友

青
年
会
が
「
農
休
日
」
を
実
施
し
た
結

果
を
発
表
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
昨

年
の
才
二
回
大
会
で
呼
演
劇
「
休
み
臼

」
を
上
演
し
て
い
た
こ
と
と
考
え
あ
わ

せ
て
、
発
表
大
会
と
常
日
ご
ろ
の
青
年

活
動
の
歩
み
の
中
に
、
ひ
と
つ
の
つ
な

が
り
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
〃
発

表
が
発
表
だ
け
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
〃

と
い
う
、
り
っ
ぱ
な
成
果
と
な
っ
て
い

る
o
す
で
に
、
農
休
日
を
も
う
け
た
の

が
、
こ
の
伊
友
を
は
じ
め
、
新
町
、
上

野
、
沖
立
と
数
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、

こ
の
種
の
大
会
が
、
全
町
的
な
視
野
に

た
っ
た
問
題
の
ス
タ
ー
ト
の
場
と
な
り

得
る
期
待
を
青
任
た
ち
に
課
し
た
い
の

で
あ
る
。

収
穫
の
大
き
か
つ
た
郡
市
青
年
研
修
会

　
め
ま
ぐ
る
し
く
う
つ
り
か
わ
る
社
会

の
中
で
、
青
年
た
ち
は
ど
ん
な
心
構
え

を
も
っ
て
進
ん
で
い
っ
た
ら
い
い
か
、

青
年
団
活
動
や
青
薙
学
級
の
学
習
を
、

ど
ち
ら
に
方
向
づ
け
て
い
っ
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
か
を
考
え
る
た
め
、
さ
る
十

月
二
十
八
、
・
二
十
九
日
の
二
日
間
を
、

当
町
農
業
セ
ン
タ
ー
で
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。
主
催
は
甲
魚
沼
郡
十
臼
町
市

社
会
教
育
振
興
会
、
主
管
は
川
西
町
で

郡
市
内
の
熱
心
な
青
年
た
ち
約
六
十
名

が
参
加
し
た
o

　
開
会
矛
欄
番
の
講
義
で
俵
谷
正
樹
先

生
（
長
岡
才
二
嵩
校
教
諭
）
は
、
現
代

の
変
転
す
る
社
会
は
、
戦
争
終
結
と
い

う
こ
と
に
は
じ
ま
る
ひ
と
つ
の
必
然
的

な
結
果
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
、
そ
の
底
を
流
れ
る

本
当
の
姿
を
見
き
わ
め
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
人
間
形
成
の
最
も
肝
◎
な

時
代
に
あ
る
青
年
た
ち
は
、
と
く
に
物

事
の
本
質
を
究
明
し
て
い
く
態
度
を
も

つ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
現
代
青
年
の

あ
る
べ
き
姿
を
し
め
さ
れ
た
o

　
ま
た
パ
ネ
ル
討
議
で
は
、
「
わ
た
く

し
は
今
臼
の
青
年
を
こ
の
よ
う
に
批
判

す
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
青

年
ら
し
さ
が
な
く
な
っ
た
、
将
来
へ
の

生
活
設
計
を
も
っ
て
い
な
い
な
ど
と
、

痛
烈
な
意
見
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
い

ず
れ
も
真
に
青
任
を
愛
す
る
気
持
ち
に

発
し
て
い
る
こ
と
と
て
、
参
会
者
の
心

か
ら
な
る
反
省
を
よ
ぴ
、
最
後
に
次
の

よ
う
な
青
任
へ
の
要
望
で
結
ば
れ
た
o

　
小
川
勝
次
郎
振
興
会
長
「
素
直
な
心

を
発
揚
す
る
こ
と
が
道
徳
で
あ
る
と
思

う
o
健
康
な
心
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て

平
和
な
社
会
に
寄
与
し
て
ほ
し
い
」

　
富
永
勇
公
民
舘
長
栖
週
刊
誌
も
い
い

だ
ろ
う
が
、
た
ま
に
は
も
う
少
し
固
い

も
の
を
ー
心
の
糧
に
な
る
も
の
を
読
ん

で
ほ
し
い
」

　
山
内
正
豊
氏
「
こ
れ
か
ら
の
農
村
に

は
、
優
秀
な
男
女
青
年
か
ら
残
っ
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
。
将
来
の
農
村
は
、

古
い
融
通
の
き
か
な
い
考
え
方
で
は
、

と
て
も
維
持
で
き
な
い
も
の
に
変
わ
っ

て
い
く
だ
ろ
う
」

　
佐
藤
徳
治
県
社
会
主
事
「
農
村
胃
年

は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ヨ
族
に
く
ら
べ
て

勉
強
が
足
り
な
い
o
親
た
ち
か
ら
信
頼

さ
れ
る
に
足
る
勉
強
を
し
て
、
人
生
の

設
計
図
を
し
っ
か
り
描
い
て
ほ
し
い
」

　
佐
野
良
吉
氏
「
二
度
と
ふ
た
た
ぴ
帰

っ
て
こ
な
い
青
春
を
、
貴
重
な
も
の
に

す
る
た
め
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
o
青

年
た
ち
に
読
書
す
る
こ
と
を
こ
そ
望
む

友
を
選
ぱ
ば
書
を
読
み
て
六
分
の
侠
気

四
分
の
熱
と
い
う
歌
が
あ
る
が
、
書
物

を
よ
く
読
ん
で
、
良
き
友
と
な
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
」

　
才
二
日
目
は
五
十
嵐
秀
太
郎
氏
へ
県

社
会
教
育
主
事
）
の
講
義
「
青
年
団
体

の
あ
り
方
、
考
え
方
」
に
よ
っ
て
は
じ

め
ら
れ
た
。

　
戦
後
の
青
焦
団
活
動
の
歴
史
か
ら
、

最
近
の
活
動
不
振
の
原
因
に
つ
い
て
問

題
点
を
具
体
的
に
と
り
あ
げ
た
の
で
、

参
加
者
の
大
部
分
を
し
め
る
青
伍
団
役

員
に
と
っ
て
は
大
き
な
価
値
が
あ
っ
た

　
続
い
て
の
分
科
会
で
は
、
家
庭
生
活

胃
建
と
し
て
の
あ
り
方
、
胃
年
活
動
に

つ
い
て
熱
心
に
話
し
あ
い
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
な
お
、
こ
の
研
修
会
の
全
体
を

通
じ
て
、
川
西
町
青
鉦
学
級
の
多
面
に

わ
た
る
協
力
は
、
全
参
加
者
か
ら
閉
会

直
前
に
感
謝
の
拍
手
を
う
け
る
な
ど
、

研
修
会
に
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た
o
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稿
，寄

研
修
機
関
は
新
品
種
で
な
い
か

中

　
農
村
を
ま
わ
っ
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

の
は
、
ど
こ
に
も
寺
院
が
多
す
ぎ
る
ほ

ど
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
そ
の
部
落
の
発
生
と
ほ
と
ん
ど
歴

史
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
だ
が
、
ど
う

し
て
、
あ
の
よ
う
な
大
ガ
ラ
ン
が
当
時

建
て
ら
れ
た
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

開
祖
が
、
そ
れ
だ
け
の
財
刀
を
も
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
か
生
産
に
従
事

し
、
い
ま
で
い
う
’
も
う
け
た
〃
か
と

い
え
ぱ
、
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る

と
に
か
く
人
家
の
あ
ま
り
に
も
貧
弱
な

の
に
く
ら
べ
、
現
在
で
は
斜
陽
法
城
に

ち
が
い
な
い
と
し
て
も
、
あ
の
建
築
物

は
た
し
か
に
驚
き
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
な
し
と

げ
る
に
は
、
現
代
人
で
は
想
像
さ
れ
な

い
よ
う
な
要
因
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
し

い
わ
ぱ
時
世
と
人
心
と
の
協
和
の
現
わ

れ
が
、
あ
の
物
的
な
ガ
ラ
ン
だ
と
い
っ

て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
、
よ

く
寺
子
屋
教
育
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、

軽
べ
つ
の
意
味
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の

に
、
当
時
に
す
れ
ぱ
最
高
学
府
だ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
☆
　
　
☆
　
　
☆

　
小
学
校
、
甲
学
校
と
い
う
の
は
、
新

潟
県
の
ば
あ
い
ひ
と
こ
と
で
つ
く
せ
ぱ

山
村
の
も
の
が
デ
ラ
ツ
ク
ス
で
、
平
場

地
帯
が
み
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
米
を
一
戸
平
均
百
俵
も
売
る
能
刀
を

も
つ
と
い
う
の
に
、
そ
こ
の
小
学
校
は

老
朽
校
舎
で
、
体
育
舘
は
大
農
の
作
業

場
に
毛
の
生
え
た
よ
う
な
も
の
す
ら
見

う
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
水
田
は
俗
に

い
う
五
反
百
姓
地
の
山
間
で
あ
り
な
が

沢

惣

吉

ら
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
学
校
は

目
を
見
ひ
ら
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
で
堂

堂
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
建
物
と
教

育
内
容
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る

こ
と
に
な
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う
差
を

少
な
く
と
も
社
会
教
育
に
関
心
を
も
つ

も
の
に
と
っ
て
は
見
の
が
す
わ
け
に
ゆ

か
な
い
。
財
政
的
に
力
が
あ
る
か
ら
教

育
施
設
が
完
備
す
る
も
の
で
も
な
く
、

庄
民
税
を
工
面
し
て
納
入
す
る
貧
窮
な

農
家
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
義
務
教

育
ま
で
軽
視
し
て
い
な
い
証
拠
で
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
貧
し
け
れ
ば
貧
し
い
ほ
ど

子
弟
の
育
成
に
、
あ
り
っ
た
け
の
力
を

注
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
あ
た
り
を
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し

て
ゆ
く
か
は
、
や
は
り
ほ
っ
た
て
小
屋

が
か
っ
た
開
拓
地
に
、
い
ち
だ
ん
と
高

く
が
ん
じ
ょ
う
な
寺
院
が
屋
根
を
見
せ

．
た
時
の
事
情
と
に
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
。

　
　
　
☆
　
　
☆
　
　
☆

　
さ
ら
に
最
近
は
、
ど
こ
も
、
か
し
こ

も
市
町
村
の
庁
舎
が
生
ま
れ
か
わ
り
つ

つ
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
の
事
業
場
と
ち

が
っ
て
、
単
な
る
快
適
な
職
場
た
ら
し

　
　
　
　
　
ち

め
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
意
味
を
も
っ

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
わ
が
国
の
自

治
の
歴
史
を
か
え
り
み
れ
ば
、
そ
の
行

政
と
事
務
の
は
じ
ま
り
は
、
民
家
で
あ

っ
た
．
多
く
は
、
そ
の
家
に
読
み
書
き

の
で
き
る
人
物
が
あ
っ
て
、
さ
し
あ
た

り
座
敷
あ
た
り
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ

る
o
そ
し
て
新
築
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
ず
、
た
い
て
い

は
民
家
の
空
屋
が
買
わ
れ
て
役
場
に
な

っ
て
い
っ
た
。
現
在
も
、
そ
の
お
も
か

げ
を
の
こ
す
町
村
が
県
内
に
い
く
つ
も

あ
る
。
単
位
農
協
も
、
こ
れ
と
や
や
に

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
☆
　
　
☆
　
　
☆

　
寺
子
屋
教
育
か
ら
始
ま
っ
て
、
私
設

の
塾
を
生
む
、
そ
れ
が
ま
た
小
学
校
に

な
り
、
こ
こ
一
世
紀
た
ら
ず
の
間
に
現

状
ま
で
ご
ぎ
つ
け
た
。
役
場
の
名
は
戸

長
役
場
の
名
ご
り
髪
と
ど
め
て
い
る
に

し
て
も
、
い
ま
で
は
、
あ
た
り
を
払
う

建
物
に
変
わ
っ
た
。
そ
こ
へ
も
っ
て
き

て
公
民
舘
・
農
業
文
化
セ
ン
タ
ー
、
農

業
研
修
所
と
い
っ
た
よ
う
に
い
ろ
い
ろ

な
機
関
が
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
近

ご
ろ
、
は
っ
き
り
’
集
会
場
∬
と
名
を

う
っ
た
何
も
か
も
兼
ね
た
穿
集
ま
り
場

所
’
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

名
称
は
と
も
あ
れ
研
修
所
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ぱ
古
く
か
ら
根
が
あ
っ
た
の
を

育
て
あ
げ
た
の
で
は
な
い
。
時
代
の
い

わ
ば
々
新
品
種
”
だ
と
い
っ
て
よ
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の

新
品
種
は
、
ま
だ
ま
だ
完
全
な
試
験
結

果
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
お
た
が
い
、
そ
れ
に
従
事
す
る

人
が
、
試
作
甲
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
。

加
う
る
に
新
品
種
は
人
間
の
心
の
、
あ

る
い
は
技
術
の
基
本
的
栄
養
素
を
も
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
味
や
、

口
あ
た
り
が
在
来
品
種
よ
り
か
な
り
ち

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．
い
ず
れ
に
し

て
も
研
修
所
と
い
う
新
品
種
は
、
な
か

な
か
普
及
し
に
く
い
性
格
を
生
ま
れ
な

が
ら
に
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
い
ま

ち
よ
う
ど
創
生
期
の
苦
悶
を
し
み
じ
み

と
感
じ
だ
し
た
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
生
ま
れ
る
べ
き
理
由
を
も
っ

て
生
み
落
さ
れ
た
の
で
あ
る
．
職
員
が

そ
れ
に
対
す
る
自
覚
を
も
つ
こ
と
、
も

ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
が
、
首
長
や
講
会

議
員
が
将
来
の
わ
が
郷
土
を
考
え
る
時

も
っ
と
こ
の
新
品
種
に
目
を
つ
け
、
い

ま
ま
い
た
種
が
十
葎
、
あ
る
い
は
二
十

年
さ
き
に
り
つ
ぱ
に
結
実
す
る
こ
と
を

認
識
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
研
修
と

い
う
よ
う
な
人
づ
く
り
事
業
は
そ
う
い

う
認
識
を
も
つ
と
こ
ろ
に
お
い
て
の
み

始
め
て
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

へ
新
潟
県
農
業
会
議
教
育
情
報
部
会
長
）

窃
町
の
掲
示
板
口

◎
校
長
・
教
頭
異
動

　
県
教
育
委
員
会
は
昭
和
三
十
六
年
度

の
中
間
教
職
員
人
事
異
動
を
十
醐
月
一

日
付
で
発
令
し
た
が
、
川
西
町
関
係
は

次
の
と
お
り
。
へ
）
内
は
旧
任
校

津
南
町
外
丸
中
校
長
（
仙
田
中
）

　
　
登
坂
精
｝
へ
52）

仙
田
中
校
長
へ
中
仙
田
小
）

　
　
藤
　
本
　
秀
　
雄
へ
54
）

十
日
町
市
下
条
中
教
頭
（
川
西
中
）

　
　
星
名
英
一
（
4
1
）

中
仙
田
小
校
長
へ
下
条
中
）

　
　
大
　
島
　
良
　
作
（
52
）

◎
母
子
衛
生
優
良
町
村

　
　
と
し
て
県
よ
り
表
彰

　
十
月
七
日
新
潟
日
報
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
矛
二
回
新
潟
県
母
子
衛

生
大
会
に
お
い
て
川
西
町
は
母
子
衛
生

優
良
町
と
し
て
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ

た
。
な
お
、
こ
の
日
の
母
子
衛
生
研
究

発
表
に
は
上
野
若
葉
会
の
中
島
キ
ヨ
さ

ん
が
出
場
し
上
野
地
区
の
育
児
活
動
に

つ
い
て
発
表
、
万
場
の
拍
手
を
浴
ぴ
た

◎
新
生
児
の

　
　
訪
間
指
導
に
づ
い
て

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
二
十
八
日
の

間
に
二
回
（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場

合
二
回
以
上
）
助
産
婦
さ
ん
が
訪
問
し

て
育
児
や
産
婦
の
健
康
に
つ
い
て
相
談

・
し
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
訪

聞
指
導
の
費
用
は
県
と
町
で
支
払
う
こ

と
に
な
っ
、
て
い
ま
す
か
ら
そ
の
点
に
は

御
心
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
御
相
談
や
指

導
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
。
（
国
保
係
）

◎
冬
期
出
か
せ
ぎ
者
は

　
　
被
保
険
者
証
を
持
参
し

　
　
て
く
だ
さ
い

　
秋
の
取
り
い
れ
も
お
わ
り
出
か
せ
ぎ

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
カ
月
以

上
に
わ
た
る
出
か
せ
ぎ
者
に
は
国
保
の

被
保
険
者
証
か
ら
本
人
分
だ
け
を
わ
け

て
つ
く
っ
て
や
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
入
用
の
方
は
被
保
険
者
証

と
印
鑑
を
持
っ
て
国
保
係
に
串
し
出
て

く
だ
さ
い
。
（
被
保
険
者
証
を
持
参
し

て
い
れ
ば
出
か
せ
ぎ
先
で
医
療
を
受
け

た
場
合
に
半
額
だ
け
支
払
え
ば
残
り
の

半
額
は
役
場
に
請
求
さ
れ
て
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す
、
）
た
だ
し
こ
れ
は
医
師

に
お
い
て
保
険
請
求
を
と
り
扱
っ
て
く

れ
る
場
合
の
み
で
す
か
ら
御
承
知
く
だ

さ
い
o

◎
石
油
開
発
そ
の
後

　
坪
山
の
平
見
地
区
で
い
ま
さ
か
ん
に

掘
削
し
て
い
る
地
下
資
源
開
発
の
そ
の

後
の
進
行
状
況
は
、
十
輔
月
二
日
現
在

で
深
度
一
、
八
二
五
メ
ー
ト
ル
で
こ
の
間

油
も
ガ
ス
も
湯
の
気
も
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
る
が
目
下
一
台
二
〇
〇
馬
力
の
エ

ン
ジ
ン
四
台
を
フ
ル
に
動
員
し
、
日
に

三
十
な
い
し
七
十
メ
ー
ト
ル
ず
つ
ボ
ー

リ
ン
グ
し
て
、
本
月
の
二
十
日
を
目
標

に
二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
昼
夜
兼
行

六
人
三
交
代
で
突
貫
工
事
を
続
行
す
る

も
し
湧
出
し
な
か
っ
た
場
合
は
こ
の
工

事
は
一
応
中
止
し
、
場
所
を
変
え
て
さ

ら
に
綿
密
な
る
地
質
検
査
を
実
施
し
て

試
掘
す
る
予
定
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ン

濡
靴
詞
》
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
太
田
白
南
風
選
、

　
　
　
元
町
　
　
金
子
鉄
平

自
転
車
の
灯
の
す
す
み
ゆ
く
稲
架
の
道

裏
山
へ
森
つ
づ
き
な
る
も
ず
高
音

争
っ
て
秋
刀
魚
焼
く
炉
を
立
ち
去
り
ぬ

　
　
　
越
ケ
沢
　
　
小
川
辰
治

銀
嶺
を
遠
く
お
き
た
る
菊
花
壇

　
　
　
小
日
倉
　
　
　
田
中
緑
風

野
鍛
治
の
火
焔
上
げ
い
る
霜
の
朝

　
　
　
大
倉
　
　
金
子
洋
石

纏
り
く
る
瀬
音
夜
寒
の
橋
わ
た
る

　
鉄
平
氏
の
炉
の
句
、
立
ち
去
り
ぬ
は

ま
だ
弱
い
感
じ
o
辰
治
氏
菊
の
句
、
北

に
見
ゆ
と
い
う
説
明
は
い
ら
な
い
o
作

者
が
固
定
し
た
が
そ
の
人
た
ち
は
上
達

し
て
き
て
う
れ
し
い
o
　
　
し
そ
の
実

の
こ
ぼ
れ
つ
く
し
て
伏
し
た
る
よ
へ
臼
）

　
　
　
馨
　
　
馨
　
　
馨

編集後記

※
後
任
を
ひ
き
う
け
て
か
ら

す
で
に
半
年
、
ど
う
や
ら
六

回
の
編
集
を
終
わ
り
ま
し
た

　
広
報
の
目
的
は
「
行
政
内

容
を
住
民
に
広
く
わ
か
り
や

す
く
、
親
切
に
広
報
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
住
民
の
理
解
と

協
力
を
求
め
、
行
政
の
成
果
に
大
き
く

寄
与
し
よ
う
と
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
編
集
関
係
者
は
じ
め
、
読

者
各
位
も
周
知
の
、
い
ま
さ
ら
く
り
か

え
す
ま
で
も
な
い
広
報
の
金
条
で
は
あ

り
ま
す
が
、
行
な
う
は
が
た
く
、
期
待

に
そ
え
得
る
広
報
へ
の
道
の
遠
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

を
痛
感
し
、
努
力
を
重
ね
た
い
念
願
で

す。
※
文
化
祭
、
実
績
発
表
会
、
展
覧
会
、

学
芸
会
、
勤
労
感
謝
の
日
と
こ
の
月
は

多
彩
で
す
。
　
一
日
一
日
と
風
が
冷
た
く

な
っ
て
冬
仕
度
に
も
、
O
せ
か
れ
ま
す
。




